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先生：今日は導関数について勉強します。
生徒：導関数ってなんですか？
先生：導関数とは、関数の増減を調べるときに使いう道具みたいなものです。
　　　　今までは具体値を代入して点を取って書いていましたが、それでは高次式になったときに面倒です。導関数を使えば、もっと簡単に複雑な関数のグラフを書くことができるようになります。
まず今回は実際に導関数を使ってｙ＝の増減表とグラフを書いてみましょう。
生徒：わかりました
先生：まずｙ＝を微分します。微分の方法は前の時間で習ったからわかってるよね？
生徒：大丈夫です。
先生：微分するとｙ´＝２ｘになりますね。この式が実はｙ＝の導関数です。
　　　　そしてこの導関数の値はｙ＝のある地点Ⅹのときの、グラフの傾きを表しています。
　　　一般的に導関数をｙ´とおくと次のようなことが言えます。
　　　　　　　ｙ´　＞０の範囲では関数ｙは増加する	
　　　　　　　ｙ´　＜０の範囲では関数ｙは減少する
　　　　　（ｙ´＝０の部分では傾きが0となるが変極点ではないので注意）	
　　　覚えておくといいです。つまりｙ´のが正か負か判断できれば簡単にグラフを書けます。
　　　また増減表という表を使うとミスが少なくなりますよ。
　　　今回の増減表はこんな感じになります。増減表には必要なことだけを書き込めばいいので簡単ですね。ｙの欄矢印はグラフの増加減少を表しています。ｙ´欄の＋－は

生徒：そうなんですか
先生：ではやってましょう
生徒：はい
今回の場合は
　　ｘ＞０の範囲でｙ´は０より大きくなって
　　ｘ＜０の範囲でｙ´は０より小さくなります　
ｘ＝０のときにｙ´が0になります。
先生：そうですね。今回は簡単な関数なのでｘ＝０となる部分が1つでしたが、もっと複雑な関数になるとｘ＝０になる部分は複数個でてくるので要注意です。
ｙ＝はｘ＞０の部分で増加し、ｘ＜０で減少するということがわかりました。
また増減表という表を使うとグラフを書くときにミスが少なくなりますよ。
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　　　今回の増減表はこんな感じになります。　　　　
増減表には必要なことだけを書き    込めばいいので簡単ですね。      ｙ欄矢印はグラフの増加減少を表しています。
生徒：でもどうやってグラフを書くんですか？これだけでは少し難しいです。
先生：確かにそうですネ。
でも増減表はあくまで概形だけを表しているものですから、それに従って書いていけば簡単に書けますよ。↗の範囲では増加し続けて↘の範囲では続けていくので深く考えることはまったくありません。
生徒：はい
先生：今回のグラフは右のようなグラフになります。　
　　　書けましたか？
生徒：はい
　　　でも2次方程式の場合は平方完成をすればどのグラフでもかけるんじゃないですか？そっちのほうが簡単なような気がします。
先生：確かに2次方程式の場合はそうかもしれません。実際ｙ＝程度の式なら導関数を求めるまでもありません。ですがこれから勉強を進めていくと、３次・４次・三角関数など方程式が複雑になったときに導関数を用いた方法を使わないと解けないんですよ。今は２次方程式でグラフを書く練習をしましょう。
生徒：わかりました
先生：ではもうひとつやってみましょう。
次はｙ＝＋４ｘ＋９　の関数のグラフを書いてみましょう。
生徒：は～い
　　　まずは、導関数を求めて・・・
　　　　ｙ´＝２ｘ＋４
　　　　　　＝２（ⅹ＋２）です
先生：いい感じです。どんどん進めてください
生徒：ｙ´＝０となるのはｘ＝－２です
先生：基本的に２次関数の場合はｙ´＝０となる部分で増減が逆転します。すべての方程式で使えるわけではありませんが、覚えておくといいでしょう
生徒：わかりました
　　　　　　　ｘ＞－２の範囲でｙ´＞０なって
　　　　　　
　ｘ＜－２の範囲でｙ´＜０になります。
先生：もう少しで完成しますネ。
生徒：あとはｙ´＝０になるときのｙの値つまりはｘ＝－２のときの関数ｙの値ようするに４
先生：まとめてみると・・・
　　　　　ｙ＝＋４ｘ＋９　のグラフは
　　　　　　　ｘ＞－２の範囲でｙ´＞０で増加
　　　　　　　ｘ＜－２の範囲でｙ´＜０で減少する（－２、４）を通るグラフです。
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　 ここで増減表を書いてみましょう　　　　　　　　　　　　　　
ほとんど同じような感じなので簡単で
すよ。　　
生徒：はい
あとはｘ＝－２と増減に注意してグ    ラフの概形を書くだけです。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
生徒：できました。
　　　でもこんな概形でいいんですか？さっき書いたグラフとほとんど同じですよ？
先生：いいんですよ。とてもよく書けています。ではここでグラフの特徴についても勉強しましょう。きっと役に立ちますよ。
生徒：はい。
先生：ではまず２次関数を習ったころのことを思い出してください。その時に何に気をつけてグラフを書きましたか？
生徒：え～と頂点・ｙ切片を意識しながら書きました。
先生：　そこまで覚えているなら十分です。
頂点はこんかいの導関数の場合には変極点（y´＝０となる点）になります。
そして２次関数の場合はほとんどが放物線の形をとります。３次関数なら２次曲線といって放物線を二つ合わせたような形になります。これは変極点がふえるからなんです が・・・またこんどにしましょう。今は２次関数のグラフをかければ十分ですから。
　　　増減表のy欄に実際の数字を入れてみると時間はかかりますがきれいに書けますからなれるまではやってみるといいかもしれません。
生徒：はい
先生：ではグラフの書き方をまとめてみましょう
生徒：１　関数ｙの導関数ｙ´を求める
　　　２　導関数ｙ´＝０となるｘの値を求める
　　　３　ｙ´＞０　ｙ´＜０の範囲を求める
　　　４　増減表にまとめる
５　増減と変極点に気をつけてグラフの概形を書く　です

先生：そのとおりです。よくできました。
　　　なにか質問はありますか？
生徒：ありません
先生：ではこれで導関数の勉強を終わります
　　　おつかれさまでした
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